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・本校のめざす授業
・ICT機器の整備状況
・ICT機器を活用した授業例

（理科, 数学, 社会, 家庭科）
・校内研修と生徒のICTリテラシー

プレゼンの流れ



掛川市の子どもたちに付けたい資質・能力
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思考力

問題解決力

意思決定力

４

５

６

コミュニケーション力

情報の選択・活用力

地域や社会の中で生き
るためのキャリア体験

かけがわ型スキル（２１世紀型スキルの中から抜粋）



本校のめざす授業



ICT機器の整備状況

タブレットPC (Windows, iPad) 95台

大型テレビ（50inch） 12台

電子黒板 1台

テレビ投影装置（AppleTV） 6台

プロジェクタ 8台

実物投影機 6台

アクセスポイント 6台

生徒数 316人 学級数 12（通常10+特支2）

3.3人/台

発表会当日は
台数不足のた
め、貸出機を
使用。



実践事例 理科（中１）植物の分類

授業名 ：植物は何種類に分類できるだろうか。
使用機器 ：タブレットPC 1人1台
使用ソフト：SkyMenuClass2015 
使用目的 ：タブレット内の植物の画像を分類の根拠とする。

自分の班と他の班の分類方法を比較・参照した
り、新たな分類の視点を得たりする。

育成をねらうスキル：思考力、問題解決力、
情報の選択・活用力



予想時

個人の考えを家庭学習で作ることで、本時の追究時間を確保し、
対話する時間を生み出した。
予習段階では花が咲く、咲かないという単純な分類。



タブレット内に格納された写真データ
を参照して班の中で分類を行う。

各班で考えた分類を撮影し、自分の班
に持ち帰り、再び分類を考え直す。



授業終了時

花が咲く、咲かないという分類から、対話によって、他の班の考えを取
り入れ、より複雑な分類を行った。



対話とICT機器の活用によって、分類の根拠を探したり、その正しさについて話し
合ったり、よりよい分類になるように他の班の考えを組み合わせて考えたりと、生徒
は自発的にスキルを発揮して、分類方法を創り上げた。

獲
得
さ
せ
た
い
知
識



実践事例 数学（中３）根号の計算

授業名 ：根号のついた数の加法はどのように計算すればよいだろう。

（例 √２＋√３の計算）
使用機器 ：タブレットPC 1人1台
使用ソフト：SkyMenuClass2015
使用目的 ：根号の加法の計算方法に関するエキスパート学習

を行うためのツール
エキスパートグループで学習した内容をジグソー
グループで比較・統合するためのツール

育成をねらうスキル：思考力、問題解決力



ジグソー学習

４つの視点を組み合わせて班の答えを創り出す４つの視点を組み合わせて班の答えを創り出す

学習活動の工夫 ～知識構成型ジグソー法～

Ⅲ：面積２の正方形Ⅲ：面積２の正方形
Ⅰ：近似値Ⅰ：近似値

Ⅱ：数直線Ⅱ：数直線
Ⅳ：面積３の正方形Ⅳ：面積３の正方形



授業支援システムで共有

ジグソーグループ

対話しながら考える









対話とICT機器の活用によって、自分と異なる考えを知り、根号の加法について説明を作り上げた。そ
の過程で、生徒は自発的にスキルを発揮するとともに、新たな疑問を生み出した。



実践事例 社会（中３）地方自治

授業名 ：限られた予算で、どのように掛川のまちづくり
をしていくか。

使用機器 ：タブレットPC 1人1台
使用ソフト：SkyMenuClass2015
使用目的 ：まちづくりをするために市が行う政策について、

４つの立場の考えを統合し、最もよいと考えら
れる政策を話し合うためのツール

育成をねらうスキル：思考力、意志決定力、
コミュニケーション力



4つの立場（学生、主婦、労働者、高齢
者）になりきり、掛川市に行ってもら
いたい政策を説明。

クロストーク後、タブレット内の情報
を参照しながら、自分なりの考えを書
く。

社会（1人1台）

1人1台あるからこそ、話してみたい、聞いてみたいが生まれる。→主体的・対話的な学びにつながる。



様々な視点が加わり、
自分の考えを変更し
た。



実践事例 家庭科（中２） 野菜の調理

授業名 ：おいしくて健康によいおおすか汁を作ろう。
使用機器 ：タブレットPC ４人に1台
使用ソフト：xSync
使用目的 ：家族の健康状態を考え、必要な栄養素を選択し、

食材の組み合わせを考えるためのツール
他の班の考えを知り、比較することで、自分の
班の考えを作り直すためのツール

育成をねらうスキル：思考力、情報の選択・活用力
コミュニケーション力



教師は机間指導しながら、各班のホ
ワイトボードを撮影し、各班のタブ
レットに送信する。

タブレットに送信された他の班のホワ
イトボード画像を参照しながら、自分
の班の考えを作り直す。

家庭科（4人に1台）

1人1台に比べればかなりの時間ロス。 のぞき込まないとよくわからない。



食感や色合いを具体的にどうしていきたいか考えるなど、考えが深まった。



校内研修による授業づくり

• 事前検討

深い学び・対話的な学び・

主体的学びを実現する ICT 

活用授業＆評価検討シート

→ICTを使う場面を設定。

→授業案と検討シートを併用。

• 事後検討

コーディングシートによる分析



ICTによる支援を事前に検討し、
授業案に反映。



プランシートのICT支援を授業
案に反映した。



生徒のICTリテラシー

• 使い方講習（導入初年度、新入生、初めて使う時）→授業内

• 授業内で使用させながら向上。

• 複数の授業で同じアプリケーションを使うことで、慣れる。

• ICT支援員のフォロー（必須）


